
平成19年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置  

①若年献血者確保対策  北塩道産土字血液センタ  

滴  ≡縛昏車  離  凍      療  城碩  
l   ティーンズ       ナー献血キャンペーン  全道の中学生から20代の若年層  協力者数 3，000人以上  

2   サタデー・テー」ノング  小学生、特に高学年に献血の重要性を啓発する  期間 4～9月まで 参加者 3．000人以上  

3   サマー献血キャンペーン  10～20代を中心とした若者  全道で5ケ所で実施。800人以上  

4   施設見学や総合的な学習等の受入  学生（小ヰ・高・短大・大学）幅広く啓発を図る  参加者 600名 以上  

②献血協賛企業推進対策  
劫離掬寵碩㈲  ヨ  襲    痔牽．  串  棟焉  製堪  

l  新規献血事業所の開拓・確保  献血実施していない事業所や献血会場周辺企業等の啓発活動                    現在、事業所が減少している状況であるが目標15～20社   

同  待機型企業・団休の確保  
規模縮小の為、献血協力          できなくなった企業・団体。駐車スペース、  
他の状況で献血できない事          某所。年一回実施事業所への要請。  

凶  事業所・団体等の研修会実施  献血の重要性と400m      ト成分献血の啓発、強化  道内各センター150社   

4  成分献血協力団体・企業の啓発  待機型企業・団体及び小人数の企業・団体  現状 30社  目標 40～50社   

④400m」献血率増加対策  

葉      癖  牟章    降積  数措き  

l   受付時推進用資材の作成  全血献血希望者  全道目標 79％   

2   まがき・電話の依頼  400mL献血可能な方  400mL可能 応諾音数（     実協力者数）2．000人以上   

3   実施企業・団体の年間回数、実施時期等の精査  年2～3回以上実施企業・団体  400mL献血の採血間隔、年間採血量を考慮した献血日程の策定   

4   推進キャンペーン・フォーラムの実施  複数回献血者可能者。献血実施企業・団体  
各イベント（ティーンズドナー3．000人・サマー献血500名）  
献血フォーラム400社   
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平成19年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置  

①若年献血者確保対策  土森県             赤十字皿5存セン  空  

l  はがき依頼  18～29歳の400mL献血可能者   22，500人の若年層を確保  

2  セミナー開催  短大・大学生   6回開催、参加人数150人  

8  はたちの献血キャンペーン  18～22歳の若年層   記念品を提供して2ケ月で4．000人の若年層を確保  

④400    mL献血率増加対策  
＝▲；＝モニニ：＝＝＝：：：：：：：：￥：：：：：＝：：＝＝＝：≠＝：＝＝＝  ；棒掛；く・長南お＝鳶穏辞掟≡＝騒き緑菜≡三毛毒    祝≒：・    ま・こ・＝く：＝：：：七描：▲：・：＝：≠：＝ヂニ◆・：：＝     ノ．、‥▲，  、・・二ヾ．・＝＝≡＝：∈て：髪＃き…≡＝‡   

・：ケ・：．リ：：：：：：i小：・：≠二．：：：          ＝・  ＝ ．．．．．．く．＝．＝：．：．：，柑  
口   18～64（69）までの体重50kg以上  全施設で1．500人アップ   

2  400mし推進のための事業所周り  献血協力事業所  300事業所訪問で2．000人アップ   

3  受付場所での立て看板  18－64（69）までの体重50kg以上  全受付場所での1．080人アップ   

4  高校集団献血時における400mLの受入        依頼   18歳以上で50Kg以上の生徒  50校で150人アップ   

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入以下必要に応じ様式を追加）  

雑    †： l≡  ＝脊  環筆  ．皇；≡ 三＝  地割輔福浦 



平成19年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置 l／■■ンヽ■l、′l′一入・・．11▲′ヽ■■■‾■  
（p若年献血       確保対策  山羊県木十字                                      血液   センタ≡  

訂  鞘  度召  耶＝．⊆＝＝，，；  

l  高校生   こ対する普及啓発  高    校生・教職員  保健所・市町村献血担当者とともに訪問（91校）  

8  大学▲専門学校での献血実施  大学生・専門学校生  延べ45校  

3  県マスコットキャラクターを活用した普及啓発  主   に街頭献血会場  着ぐるみによる広報活動、キヤフクターグッズの配付  

4  親と子の血液センター見学会  小学4～6年生とその親  120名  

④400mL献血率増加対策  
孫戎掴＝ニ・■＝‡訃 ＝   

口  400mL献血率が県平均を下回る事業所への推  強化   400mL献血率が県平均を下回る事業所   効率の良い順にランク区分を考慮した運行計画   
8  献血ルームで土・日・祝日は400mし・成分献血の受入日とする   400mL・成分献血可能者   施設別構成比の是正、混雑の解消   

3  400mL献血基準を満たしている女性の勧誘  400mL献血の基準を満たす女性   8．500人   

400mL献血希望で基準を満たさず、200mL献血の基準をクリアし   400mL献血希望で基準を満たさず、200m」献血の基準をクリアした  400mLから200mLへの移行を無くする  
4          ても200mし献血に移行しない  献血希望者   

田  400mL献血に限定した献血会場の設定  県内事業所1．371ケ所   県内事業所の1％   

6  高校生に対する普及啓発の促進  
学校献血を実施する場合、極力400mL献血が可能な3年生及び数   400mL献血受け入れ校を実施校の50％   
職員  

ロ  ダイレクトメール等による400mし献血勧誘  400mL献血基準を満たしている200mL献血者   （上記（卦複数回献血者確保対策に含まれる）   

8  所長による職員数育訓練の実施  検診医・全職員   随時  



れ 具体的措置  平成19年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために′                  要と思われる具体的措置  
息 自′、出血、センー   

賢≒≡≡‡異様開封策i澗常磐葉‡㌍三≡≡i  ：＝：＝：ド＝：：：：：＝：＝：≠：：：：：    ン：▲・＞・、こ・：  ：：：：二≠：：■：く－：亡  
l                                                           献血セミナーの開    催  大   ・生  2回開催 参加150．   

2  大草専門学校（仙台市内）における学内献血推進強化  大学生、    専門学校生  
5回開催献血者数300人  
※前年度より2割増の献血者数が目標。  

田  はがきによる献  l  血来者数500人以上  

く一   u   献血再来音数500人以上   

④400mL献血率増加対策  
．＝・．・悪括昔日≡：胤＝＝：：  ＝・＝・＝・｝＞ンン：ニ  調願 阜：・：・：・：・ンゴ：・：く   

l   400mL献血受入のみの実施日を設ける  満18歳以上の全血献血者  献血ルーム約100日、献血バス約200稼動  

2   400mL献血受入可能な高等学校数増加  県内高等学校  3校   

づr  ・台・  一れ  

前回採血から一定期間未献血者（献血ルーム来場者で400mL献  
4  献血応諾率15％以上（現在12％）  

血可能者）  

・民へのはが による 血  血    の400mL 血可  0、7ウく                       血、 10D以上    0   

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  
：：＝：＝＝ゞ＝：‥：こ ：＝＝：：：メ：：：：＝： 
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各市町村が設定する献血日（会場）を見直していただき、実績が低   1台当たり50名以上の献血者が確保できるよう、各市町村の予定  
l  

う勧奨し効率の良い採血が得られるようお願いする。  
を、計画段階より見直す。   

近距離市町村を宿泊・移動で実施する等、移動時闇の短縮化を  
田   図り受付時間を有効なものにする。   50稼働。  

3  定点献血の増加  」ショツ ン  ン ー   献血者650名を見込む            ○     口                  ○  

がきによる会員登録の案内   依頼対象者   総会鼻登録者数 3．000人以上   

田   複数回献血クラブ金具   成分献血予約1．000人以上  



れ 目体的措置  平成19年度   

℡若年  
留‡＝  

こ．＝．て：≡‥≡≡  
′                          恵血・セン 

＝†一  申出生大学・短大生並びに若年社会人  参加者数 500人以上（10回     開催）  

く－  18～29歳の成分献血または400mL献血可能者  協力者数1．200人以上  

18～29歳の学生・社会人  
協力者数1．000人以上、期間中の10～20  

田  
比39％以上  

4    高校生l   こ対する感謝状の贈呈（卒業時）  在学中に5回以上献血協力のあった高校生  該当者数 400人  

③複数回献血者確保対策  
こ≒；’．三：＝郡  

l     メールによる  献血要  複数回献血クラブ会員  応  500人以上  

白     はがきによる献   血  前回採血から一定期間実献血者  応諾書数1．200人以上  

田     新規A鼻の募集  複数回献血クラブ未入金の献血室録音  入会者数 500人以上  

4  献血未経験者を含む県民  入会者数 120人以上  

照粧≡≡て≦≡  
④400mL献血率増加対策                                                                             ：小・ン・・・：    ‡華＝幣  

l   はがきl‾よる   依  400mL献血可能者  （上記①及び③の確保対策に含まれる）  

ポスターの静   J作と掲‾  県内各事業所  300ケ所以上  

3  固定施設及び県主催「ふれあい献血キャンペーン」会場    まか  10回以上  

4  400mL献血可能者  3校  



④400mL献血率増加対策  
：・：・－・く－・ 鞭打  ： ：‥′・・・ ◆：；：；：お‡辞・：：：喜 ン．．く．＝．＝  

口  400mL推進用チラシの製作  全献血希望者  全献血会場および保健  所、市町村へ配布  

2  はがきによる依頼  主に400mL街頭献血者  （上記③複数回献血者  確保対策に含む）  

田  献血団体実施日程の調整  複数回実施団体  400mL献血採血間隔、年間総量を考慮し     た献血実施日の策定   

4  高校3年生18歳以上の生徒  献血可能な年齢が多く  なる下半期   に依頼  する。2校   

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  
意．＝並＝．ご一：瀦＝：．長＝鮨＝H：．出＝＝．鳥山。。              ・＝帖：1 l   

500人を確保する。  7名／日を目標に年間2．   血小板成分献血者  次回の電話予約  

10名／日を目標に年間3．600人を確保する  既血小板成分献血者  電話による献血依頼  
日の平均献血者を19人を25人まで増加する。   全献血者  ウイークデーの献血者確保  



③複数回献血者確保対策  
i≡‡義妹的対米  

メール   こよる    献血要    R  複数回献血クラブ会員   協力者数500人以上  

2   はがきによる献血依頼  
大型店舗献血・街頭献血のみでの複数回献血クラブ会員およぴ－  

般献血者で次回献血実施日に400mL協力可能者   

3   実施場所（企業・公的機関）の年間回数の増加  年一回実施企業や公的機関の大規模施設   15カ所  



平成19年度献血により受入れる血液の目榛量を確保するために必要と思われる具休的措置  

①若年献血者確保対策  埼玉県赤＋字血液センタ≡  

荘  

l    彩の国献血フォーラム  若年層を中心とした献血者各層   ：：：：：：モ：：▲：・： ：：：：：ゴ：：：：：                      ン・・‘人■エ■：  ：：：：：：≠：・・：・ン                   参加者45C〉人   

凶    出前講座  小学生、中学生、高校生、その他学生   20回開催 参加2．000人   

3    親子ふれ  あい献血キャンペーン  幼児、児童及び両親   イベント参加者500人、献血者270人   

4    卒業献血キャンペーン  高等学校卒業生   献血者200人   

8    ／ルンタイン及びホワイトデー献血キャンペーン  若年層を中心とした献血者各層   移動採血車10台 献血者700人   

蕪  読莞 ≡  ③複数回献血者確保対策                    音 薫勲掛声    ；：三：＝宝＝・＝記：      ：、・：：：ゞ：：：：  蕪  
l   メール  こよる献血要請  複数回献血クラブ会員  会員数7，000人   

2   はがき  こよる献血依頼  前回採血から一定期間未献血者  応諾書数（実協力者数）20．000人以上   

3   埼玉県（保健所）、市町村と血液センターの3看で年1回献血協力  
事業所への訪問  

20社  




